第1号議案　　　　　　　　　令和１年度事業報告

　バイオマス総合研究センターも、早いもので11期目を迎えることになりました。これもひとえに会員皆様のご支援の賜物と熱く御礼申し上げます。当法人の主業務であります、地域の活性化事業・実践に関する支援事業・環境保全活動の分野において下記のとおり実施してまいりました。
環境保全活動は、H23年度より進めています「かんべの里周辺里山整備事業」は助成金もありませんでしたが、かんべの里のご支援により実施しました。令和1年度は遊歩道の整備（年5回）、林内の間伐や耕作放棄地の伐採（年1回11月）を行い、林内が明るくなり好評で利用者もかなり多くなっております。松浦造園（株）より委託され、空山地区の環境整備も行ってきました。年2回（春・秋）の里山散策も行い、夏休みには親子で里山の生物の観察会を実施し、多くの参加者があり盛会のうちに実施いたしました。竹粉発電は北九州や山口で検討されていましたが、収集や採算に問題があり断念したようです。また筍を利用したシナチク製造は全国でやられているようですが採算的に事業化がなるか継続して調査してまいります。運営上は非常に厳しい状況ですが、スタッフの皆様の協力もあり何とか進めることができました。次年度に期待したいと思っています。

	開催日
	イベント名
	参加者
	内容

	5月5㈰
	春の里山を歩こう
	48名
700円
	約2km。午前中里山散策・午後は筍や蕨の炊き込みご飯及び山野草のてんぷら（12種類）による昼食。

	8月11日
	夏休み親子で遊ぼう
里山体験
	17名
無料
	約1,5km。午前中里山で生物の観察、池・小川・林内の動植物の調査

	11月17日
	秋の里山を歩こう
	72名
700円
	約4～5ｋｍ。きのこご飯のおにぎりで林間にて昼食。



受注台帳
	作番
	事業名
	金額
	発注者

	001
	かんべの里周辺里山整備
	190,500
	出雲かんべの里

	002
	空山地区環境整備事業
	343,500
	松浦造園株式会社

	
	　　　　　　　　　　　　合計
	534,000
	






第2号議案　　　令和１年度特定非営利活動に係る事業会計の収支計算書
                     令和2年3月31日現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バイオマス総合研究センタ
	科　　　　目
	金　　額

	Ⅰ　収　入　の　部
１会費・入会金収入　
        寄付金
２事業収入
啓蒙普及事業
地域活性化に関する支援事業
実践に関する支援事業
環境保全活動
　3その他事業会計からの繰入金
  4営業外収益
　　　　受け取り利息
　当期収入合計（A）
　前期繰越収支差額
　収入合計（B）

Ⅱ　支　出　の　部
　１事業費
啓蒙普及事業
地域活性化に関する支援事業
実践に関する支援事業
環境保全活動
　２管理費
　　　　給与手当
　　　　旅費交通費
　　　　通信費
　　　　水道光熱費
　　　　地代家賃
　　　　諸会費
　　　　消耗備品費
　　　　車両費
　　　　リース料
　　　　保険料
　　　　会議費
租税公課
雑費
       支払利息
       雑損失
当期支出合計（C）
　　　当期収支差額（A）－（C）
　　　次期繰越収支差額（B）－（C）
	
24,000
0

0
0
0
534,000
0

2






0
0
0
480,959

0
0
96,985
1,458
0
14,350
27,360
0
13,608
0
2,400
0
21,982
0
0










　
	
24,000
0




534,000
0

2









480,959















196,973







	










558,000
△263,224
294,776























677,932
△119,932
△383,156













原本と相違ありません

特定非営利法人
バイオマス総合研究センター
代表理事　　村上　善久　　　印



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









第3号議案　　　令和1年度特定非営利活動に係る事業会計の貸借対照表
令和2年　3月31日現在
[bookmark: _Hlk40522304]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バイオマス総合研究センター
	科　目・摘　要
	金　　額

	
Ⅰ　資　産　の　部
　１流動資産
　　　現金
　　　普通預金
      立替金
　　　未収金
　　      流動資産合計
　２固定資産
　　　車両運送具
　　　什器備品
　　      固定資産合計
　　　　　資　産　合　計
Ⅱ　負　債　の　部
　１流動負債
　　　短期借入金
　　　未払い金
　　　預かり金
　　　　　流動負債合計
　２固定負債
　　　　　固定負債合計
　　　　　負　債　合　計
Ⅲ　正味財産の部
　　　前記繰越正味財産
　　　当期正味財産増加額（減少額）
　　　　　　正味財産合計
　　　　　　負債及び正味財産合計
	


9,712
6,132
0
0

0
0
0




399,000
0
0









	






15,844



0






399,000

0








	











15,844








399,000

△263,224
△119,932
△383,156
15,844





4号議案　　　　令和１年度　特定非営利活動に係る事業会計の財産目録
令和2年年3月31日現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人
バイオマス総合研究センター
	科目・摘要
	金　　額

	Ⅰ資産の部
　１流動資産
　　　現金預金
　　　現　　金　　現金手許有高
　　　普通預金　　山陰合同銀行本店
未収会費
未収金　    
立替金
　　　流動資産合計
　２固定資産
　　　車両運搬具　
　　　什器備品
　　　　　　固定資産合計
　　　　　　資　産　合　計
Ⅱ負債の部
　１流動負債
　　　短期借入金　　村上善久
　　　      　　　　
　　 未払金         
     預り金
　　　　　　流動負債合計
　２固定負債
　　　　　　固定負債合計
　　　　　　負　債　合　計

　　　　　　正　味　財　産
	


9,712
6,132
0
0
0


0
0




399,000

0
0


0


	







15,844



0







399,000




	












15,844









399,000

△383,156








監　査　報　告
１
令和2年5月16日、バイオマス総合研究センター事務所において、令和１年度の決算について監査を実施したところ、会計帳簿及び証拠書類は、適正に会計処理されていることを報告します。

令和2年　5月16日
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　監事　　吉岡　博道　印
























第5号議案　　　　　　　令和2年度事業計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バイオマス総合研究センター
１、事業方針
令和2年度、コロナウイルスにより世界に激震が走り、経済は停滞しています。当法人も同様であり、野外活動が大きく制限されることが予想されます。
現在環境保全事業を継続しているかんべの里を中心とし、風土記の丘や国庁跡を含めた中世の歴史散策や、空山から八重垣神社までを一体とした散策コースを検討し、フットパス事業の展開を継続して検討していき、周辺地域の活性化に寄与したいと思っています。
実践に関する支援事業は、助成金の募集案内をみながら、該当企業に提案してまいります。
環境保全活動は、「かんべの里周辺における里山をよみがえらせる事業」を引き続き実施してまいります。今期は「県民参加の森づくり事業」が採択されました。。今後も里山保全の申請を行い採択されるように努力してまいります。林間や遊歩道周辺の伐採を行ってきた結果として、山野草の復元が顕著に表れてきました。林間の整備や耕作放棄地の整備がまだ必要であり、助成事業に応募しながら実施して行きます。恒例になりました、春の里山散策は、コロナの影響で中止となりました。今後は「夏休みこどもの自然観察会」・「秋の里山散策」を実施します。

２、重点活動方針
　①地域活性化支援事業
　    　・水草を利用した堆肥の製造を調査検討
　　　　・フットパス事業への検討
　　②実践に関する支援事業
　　　　・シナチク製造の可能性調査を検討
　　③環境保全活動
　　　　・かんべの里周辺里山整備事業
　　　　・空山地区の環境整備事業
　　　・かんべの里周辺における植物調査（継続調査）







　　　　　　　　　　　令和2年度事業会計収支予算書
　　　　　　　　　　　令和2年4月1日から令和３年3月31日まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バイオマス総合研究センター
	科目
	金額
	摘要

	Ⅰ収入の部
　１会費・入会金収入
　２事業収入　
　　　　当期収入合計（A）
　　　　前期繰越収支差額
　　　　収入合計（B）
Ⅱ支出の部
　１事業費
　２管理費
　　給与手当
旅費交通費
通信費
水道光熱費
地代家賃
諸会費
消耗品費
車両費
リース料
保険料
租税公課
雑費
　管理費合計
当期支出合計(C)
当期収支差額(A)-(C)
次期繰越収支差額(B)-(C)
	
30,000
1,200,000




750,000

10,000
10,000
70,000
2,000
0
13,000
40,000
10,000
13,600
0
0
20,000


	


1,230,000
△383,156


750,000













187,600







	




846,844
















937,600
292,400
△91,256
	

































添付１
	役職
	氏名
	住所
	備考

	理事
	村上　善久
	松江市浜乃木四丁目10番43号
	留任

	理事
	塔村　正樹
	出雲市大津町2108番地１７
	留任

	理事
	山村　賢治
	松江市北田町102エクレシア
松江302号
	留任

	理事
	寺山　文久
	松江市西津田一丁目２番９号
	留任

	

	
	
	

	監事
	吉岡　博通
	松江市淞北台5番２号
	留任


　役　員　名　簿



















添付２　　　　　
　社員のうち10人以上の者の名簿
　特定非営利活動法人バイオマス総合研究センター
	
	氏　　　　名
	住所又は居所
	備考

	1
２
３
４
5
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19


	南波　三恵
山根　守之
津村　和夫
梶内　阿礼
長瀬  　進
寺山　文久
中島　治男
村上　善久
塔村　正樹
山村　賢治
吉岡　博通
松浦　隆介
長野　秀樹
米江　保夫
大草　度三
宇野　真一
今森　秀幸
石倉　房江
	島根県松江市浜乃木二丁目
島根県斐川郡斐川町大字直江
島根県松江市寺町
島根県松江市古志原三丁目
島根県出雲市知井宮町
島根県松江市西津田一丁目
島根県松江市東津田町
島根県松江市浜乃木四丁目
島根県出雲市大津町
島根県松江市北田町
島根県松江市生淞北台
島根県松江市大庭町
島根県松江市西川津町
出雲市奥宇賀町
出雲市園町
島根県松江市浜乃木三丁目
大阪府河内長野市青葉台
松江市宍道町来待
	正会員
正会員
正会員
正会員
正会員
理事
正会員
理事
理事
理事
監事
正会員
正会員
正会員
正会員
特別会員
特別会員
正会員
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　　　　　　　　　　令和2年度　総会議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バイオマス総合研究センター

１、開催日時　　　令和2年5月25日（月）　　　　16：00～17：00

· ２、開催場所　　　事務所会議室

· ３、出席者氏名　　塔村正樹・吉岡博通・村上善久・山村賢治・寺山文久

· 以上正会員5名、委任状12名

· ４、配布資料　　　令和1年度事業報告・令和1年度収支報告・令和1年度貸借対照表・令和1年度財産目録・監査報告書

· 令和元年度事業計画案・令和元年度収支計画案


· ５、　①議長選任及び議事録署名人に関する件


　　　　今年度の総会はコロナウイルスの影響により、会員の参加は取りやめ委任状によ

　　　　る総会とした。議長は理事会規定により代表理事がおこなうこととした。


塔村氏を指名し全員異議なくこれを承認された。


議長より議事録署名人に、塔村正樹・吉岡博道の両名が指名された。


　　　②議長より理事5名の出席者委任状12名合計17名により、本総会が成立する旨の報告があった。

　　　③第1号議案・R1年度事業報告及び第2号議案～4号議案、R1年度決算報告について続けて議長より説明する。

④監事より監査報告があり、全員異議なくR1年度の決算報告は承認された。

　　　⑤第5号議案・R2年度事業計画案及び収支計画案について、議長より説明があった。

議長より全審議について承認の決議があり、出席者全員異議なく、事業計画は承認された。

　　　　　議長より全審議について承認の決議があり、全会一致により可決され、17時に閉会した。


　　　　この議事録が正確であることを証するため、議長及び議事録署名人は次に署名捺印する。

　令和2年　5月26日

　　　　　　　　　　　　　　　　議　　長　　村上　善久　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　署名人　　　塔村　正樹　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　署名人　　　吉岡　博道　　　　印

令和2年　5月26日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　　　長　　　村上　善久　印


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録署名人　　塔村　正樹　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録署名人　　吉岡　博道　印



　　　　　


原本と相違ありません



　　　　　　　令和2年5月26日



特定非営利法人



バイオマス総合研究ｾﾝﾀｰ



　　代表理事　　村上　善久　　印




















